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重要取組シート 

取組項目 子どもの貧困・貧困の連鎖の解消（ひとり親家庭自立支援等） 

現状・課題 

【取組状況】 

・令和 3年度は、新たに設置された組織横断的な「子どもの未来応援チーム」を中

心に子どもの貧困対策の施策体系を整理し、子どもの貧困率が特に高いひとり親

家庭の自立支援に重点化した検討を進めた。 

子どもの貧困率 ＜全体＞ 全国 14.0％（H30）、堺市 15.9％（H28） 

＜ひとり親家庭＞ 全国 48.3％（H30）、堺市 59.7％（H28 ※母子） 

・令和３年度補正予算事業として「ひとり親家庭 親と子のチャレンジ支援事業」（以

下、「親子チャレンジ」）や「ひとり親家庭応援フードパントリー事業」（以下、「エ

スパン」）を新たに実施。また、令和４年度当初予算重点項目としてひとり親家庭

の自立支援関連事業を予算化。 

【課題】 

・ひとり親家庭の自立促進に向けた課題として、利用しやすい相談支援体制の構築、

支援制度の周知、個々の状況に応じた就労・生活・養育面の複合的な支援、さら

にはシングルマザーの雇用に理解のある事業者の開拓が必要。 

・子どもの貧困は、外形的に分かりにくく、本人や家族自身がその課題に気づかな

いことがあるため、早期に課題を発見し、適切な支援に繋ぐことが必要。 

 

取 組 の 

内  容 

・令和 4年度新規事業 

「SNSや AI を活用したシングルマザー等就業支援事業」（以下、「SNS等活用就

業支援」）については、早期実施に向けた円滑な国協議、委託事業者の公募・契約、

事業構築、産業振興局等と連携した求人事業者の開拓等に取り組む。 

「ファミリー・サポート・センター利用補助」（以下、「ファミサポ補助」）につい

ては、事業内容の早期確立、センター事務局との調整、事業周知、申請・支給事務

等を適切に実施する。 

・継続事業 

各事業のこれまでの実施状況や課題を踏まえ、部局間連携や事業手法の見直し等

により効率的・効果的な事業となるよう検討・実施する。特に、事業周知につい

ては、支援対象者の視点でより入手しやすく、分かりやすくなるよう、HP の改

善、デジタル端末の活用、窓口間の連携等に取り組む。 

・他の取組 

 関係課が所掌する子どもの貧困対策関連事業（ひとり親家庭自立支援以外）の実

施状況や課題、新たに顕在化する課題等を子どもの未来応援チームで共有し、他

の支援機関や民間事業者等との連携も含めて、必要な対策を検討・実施する。ま

た、国で検討が行われる子どもに関わるデータ連携の動向を注視し、本市の取組

の方向性を検討する。 

 

子ども青少年局 子ども青少年育成部 

子ども家庭課（子どもの未来応援担当） 
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前期 

（～7月） 

□ 「ファミサポ補助」 要綱制定、関係機関調整、周知（6月） 

□ 「SNS等活用就業支援」 国協議、委託事業者公募・契約（7月） 

□ 「親子チャレンジ」 利用者募集、学習支援に関する事業者及び教委調整、自

立支援①実施（7月） 

□ 「エスパン」 月 1回程度実施、委託先調整（4月）、パントリー調整（7月） 

□ ひとり親の雇用に理解のある事業者の開拓 ※産業振興局等と連携（随時） 

□ 事業周知の見直し検討・実施（7月） 

 

中期 

（～11月） 

□ 「ファミサポ補助」 上半期分申請受付、支給（10月） 

□ 「SNS等活用就業支援」 委託先との調整、事業構築（11月） 

□ 「親子チャレンジ」 学習支援実施（8月）、自立支援②実施（11月） 

□ 「エスパン」 月 1回程度実施、対象者更新（10月） 

□ ひとり親の雇用に理解のある事業者の開拓 ※産業振興局等と連携（随時） 

□ R5予算案に向けた企画立案・事業見直し検討（10月） 

 

後期 

（～3月） 

□ 「ファミサポ補助」 下半期分申請受付、支給（3月） 

□ 「SNS等活用就業支援」 サービス開始（12月） 

□ 「エスパン」 月 1回程度実施（3月） 

□ ひとり親の雇用に理解のある事業者の開拓 ※産業振興局等と連携（随時） 

 

次年度 

以降 

 

進
捗
の
状
況 

前期 

（～7月） 

□ 「ファミサポ補助」 関係機関調整、周知（4 月～）、要綱制定（5 月）、利用

登録申請の受付（5月～） 

□ 「SNS等活用就業支援」 国協議（4月～）、委託事業者公募・契約（6月～） 

□ 「親子チャレンジ」 学習支援に関する事業者及び教委調整（4月～）、利用者

募集（5月）、自立支援①セミナー実施（6月）、学習支援実施（7月～） 

□ 「エスパン」 月 1回程度実施・委託先調整・パントリー調整（4月～） 

□ ひとり親の雇用に理解のある事業者の開拓 ※産業振興局等と連携（随時） 

□ 事業周知の見直し検討・周知チラシ作成・HP修正（7月） 

□ 「さかい学生＆若者応援 DAY in summer」の実施（7月） 

 

中期 

（～11月） 

□ 「ファミサポ補助」 上半期分申請受付、支給（10月） 

□ 「SNS等活用就業支援」 委託先との調整・事業構築（8月～）、事業周知（10

月～）、就業相談実施（10月～） 

□ 「親子チャレンジ」 学習支援実施（8～11月）、自立支援②交流会実施（11

月） 

□ 自立支援交流会の実施（9月、10月）、新しくひとり親になった方向けの自立

支援セミナーの実施（11月） 

□ 「エスパン」 月 1回程度実施（8～10月）、対象者更新・案内送付（11月） 

□ ひとり親の雇用に理解のある事業者の開拓 ※産業振興局等と連携（随時） 

□ R5予算案に向けた企画立案・事業見直し検討（8月～） 

□ 広報さかい 8月号でひとり親自立支援の特集記事を掲載（8月） 
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後期 

（～3月） 

□ 「ファミサポ補助」 下半期分申請受付、支給（3月） 

□ 「SNS 等活用就業支援」 仕事紹介・適職診断実施（12 月～）、AI マッチン

グ実施（2月～） 

□ 「エスパン」 月 1回程度実施（1～3月） 

□ ひとり親の雇用に理解のある事業者の開拓 ※産業振興局等と連携（随時） 

□ 「さかい学生＆若者応援 DAY in winter」の実施（12月） 

□ ひとり親インタビュー「私の STORY」HP掲載（12月～） 

 

堺
市
基
本
計
画 

２
０
２
５ 

該当する 

施策 
3－（5）厳しい環境にある子どもと家庭への支援の充実 

寄与する 

KPI 

児童扶養手当受給者に占める全部支給の割合 

［現状値：堺市59.5％（2019年度）］ 

目標値（2025年度） 

全国の割合を下回る 

未
来
都
市
計
画 

堺 
市 
S 
D 
G 
s 

最も貢献する 

SDGsのゴール 

ゴール番号 
貧困をなくそう 

1 

寄与する 

KPI 

児童扶養手当受給者に占める全部支給の割合 

［現状値：堺市59.5％（2019年度）］ 

目標値（2023年度） 

政令市の割合を下回る 

 


